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◆	 学会報告

1) 帯田孝之，飯田日向子，喜屋武にこ，宗　孝紀，水口峰之．Traf5 による TNF 受容体の認識に関する構造基盤

研究．第21回日本蛋白質科学会年会；2021 Jun 16-18；富山（オンライン）．

2) 秋山　晟，川口甲介，守田雅志，帯田孝之，奥山祐子，水口峰之，石井直人，宗　孝紀．シグナル伝達受容体 
gp130 の細胞内に存在する TRAF 結合アミノ酸配列の機能解明．日本薬学会北陸支部第133回例会；2021 Nov 
14；金沢（オンライン）．

3) 宮川佳己*，帯田孝之，横山武司，髙山亜紀，松谷裕二，水口峰之．ファルネシルトランスフェラーゼの発現と

精製および酵素活性測定．日本薬学会北陸支部第133回例会；2021 Nov 14；金沢（オンライン）．

4) 水口峰之，片山稚那，島根彩華，中川裕介，乾　貴信，北上龍太，岡田卓哉，横山武司，豊岡尚樹．V30M変異

型トランスサイレチンのアミロイド線維形成を阻害するナリンゲニン誘導体の開発．第8回日本アミロイドーシ

ス学会学術集会；2021 Nov 19；東京．
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5) 横山武司，藤井志帆，Andreas Ostermann, Tobias E Schrader，鍋島裕子，水口峰之．Hsp72-NBD-ADP複合体の中

性子結晶構造解析．令和3年度日本結晶学会；2021 Nov 19-21；札幌（オンライン）．
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